
 帰 宅 困 難 者 対 策 特 集     一人の声に真剣、全力！ 
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初の合同帰宅困難者訓練を実施！ 
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 東京都、豊島区、埼玉県は２月３日、池袋駅周辺で首都直下地震を想定した初めての合同
帰宅困難者訓練を行い、辻かおるも長橋けい一都議会議員等とともに参加しました。 
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２月3日合同訓練の模様 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２月２２日 帰宅困難者対策について一般質問実施 

Q：一斉帰宅抑制には、先ず、家族の安否確認方法を周知すべき！ 

A：訓練では、「災害用伝言ダイヤル171」や「携帯電話災害用伝言 
 板」を体験して頂いた。平時より安否確認方法を記載した「震災時 
 対応マニュアル」を配布し、周知徹底していく。  

A：自動販売機に設置したデジタルサイネージは、画像だけではな 
 く、音声による情報発信が可能なため、２４年度に情報提供体制 
 の整備検討を行っていく。 
  また、民間のものを緊急時に活用することも検討していく。 

 「震災時対応マニュアル」は、震災時の帰宅
困難者向けに作成されたものですが、外出先で
は、誰もが帰宅困難者になる可能性があります。 
 
そこで、このマニュアルには、外出時に地震が
発生した場合の場所ごとの行動ルールや、安否
確認方法などが記載されており、どなたでもご
利用頂けるものとなっています。 
 
裏面の｢池袋駅周辺帰宅支援マップ｣には、コン
ビニなどの災害時帰宅ステーションも記載され
ています。 
 
同マニュアルは、豊島区危機管理担当課と防災
課で入手出来るほか、区のホームページからも
ダウンロード可能です。 

 “辻かおる”  にお気軽にご相談下さい。  
  ま た、お気付きの点など、ご一報頂ければ幸いです。   
      
[ 住 所 ]  東京都豊島区要町２－５－１３  
[ 電話＆ F A X ]   ０ ３－３９７４－７７３６  
[ メールアドレス ]   k _ t s u j i @ a . t o s h i m a . n e . j p  
[ 公 式ホームページ ]  h t t p : / / t o s h i m a . n e w - k o m e i . n e t / t s u j i /  
[ ブ ログ・辻かおるの出前通信 ]  h t t p : / / d e m a e 1 2 3 . b l o g 7 0 . f c 2 . c o m /  
[ フ ェイスブック・辻かおる ]  随時投稿しています！   

Q：デジタルサイネージ（電子表示盤）による情報提供の整備を急げ！ 

誰もが帰宅困難者に！ 
   ～そのための「震災時対応マニュアル」が完成～   
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